
 
 
 

 
 

 

 

 

副校長 近 藤 正 臣  

はじめに、令和６年１月１日に発生した能登半島地震において、お亡くなりになりました方々に深い哀悼

の意を表しますとともに、被災された多くの方々に心よりお見舞い申し上げます。 

改めまして、高等部３年生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。 

 また、保護者の皆様におかれましては、お子様のご卒業を心よりお祝い申し上げます。 

 卒業というゴールは、新たな生活のスタートです。次の目標に向かって、みなさんの新しいチャレンジを

心より応援しています。 

 さて、令和５年度学校評価では、多くのご回答をいただき、誠にありがとうございました。昨年度とほぼ

同様の約７割の方に貴重なご意見を頂戴いたしました。なお、学校評価結果の概要につきましては、今後ホー

ムページに掲載予定です。 

今年度は経営方針※１と教育方針※２についても評価いただき、教職員評価と比較しました※３。 

 

 

 

プラス評価（a・b）はどちらも同じ割合ですが、「a」の評価は教職員よりも保護者が高く、本校の取組に

対する一定の成果の現れであると考えております。本校の教育活動へのご理解とご協力に感謝申し上げます。 

 また、「卒業後の生活」や「校外学習や交流学習」については、新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴

い、地域及び関係機関とのつながりや校外での取組が増えたこともあり、連携に対する関心が高まっている

と考えます。今後も系統性のある校外学習等を進めるとともに、情報発信の方法や共有の在り方について、

引き続き検討や工夫を重ねていく必要があると考えております。 

一方、「暑さ対策」「ＩＣＴ機器の活用」「スクールバス運行に関わる対応」「児童生徒のけがや事故後の対

応」などについては、マイナス評価の多さや記述によるご意見がありました。現在、令和６年度の簡易型空

調機器、並びに令和７年度の冷房設備の設置に

向けて動き出しております。他の様々な取組や

状況についても、その目的や経緯などを適切に

発信し、具体的なねらいや方向性について、保護

者、地域、関係機関の皆様と共有していく必要が

あると考えています。 

現在、いただいたご意見等を踏まえながら、次

年度に向けて準備を進めているところです。今

後は様々な情報を発信・共有しながら、子供たち

の「個別最適な学び」と「協働的な学び」の更な

る充実に向けた取組を、保護者、地域、関係機関

の皆様と共に創っていきたいと思います。 

残りわずかとなりました令和５年度、そして

次年度の教育活動に対しましても、引き続きご理

解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。 
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※１ 「児童生徒の安全・安心な学校生活を第一に、人権を尊重し尊厳を守る学校経営が推進されていますか。」 

※２ 「児童生徒一人一人の教育的ニーズを受け止め、確かな学力・生きる力を育む教育が推進されていますか。」 
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令和５年度学校評価 経営方針・教育方針の比較（教職員・保護者） 
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a 

a 

a 

ｂ 

ｂ 

ｂ 

ｂ 

c c c c 
※３ 

「ｄ」評価なし 

【a】（よくできている、大変良い）：達成度76～100％ 

【b】（まあまあできている、良い）：達成度51～75％ 

【c】（あまりできていない、課題あり）：達成度26～50％ 

【d】（全くできていない、課題が大きい）：達成度0～25％ 

令和５年度学校評価より 



   １年を振り返って          ― 小学部 ―     

 

4月に新入生 6名が入学してから、まもなく 1年が経とうとしています。登校時、玄関ホールに泣

き声が聞こえてきた頃がなつかしく感じるほどに、今では迎える教員に笑顔や元気な挨拶ができるよ

うになりました。運動会や学習発表会の大きな行事を経験し、たくさんの観客が見守る中で、自分の役

割や持てる力を発揮することができました。また、今年は縦割りの学習である「わくわく活動」が復活

し、学年以外の友達や先生との関わりに広がりが見られた 1 年でもありました。そんな１年も残りわ

ずかです。3 月に卒業する 6 年生は、先日行われた「卒業生を送る会」で在校生たちにユーモアたっ

ぷりに、しかし、力強く次の言葉を残してくれました。「やるき」「げんき」「ゆうき」です。小学部で

経験し、学んだことを中学部でさらに高めていってほしいと思います。最後に保護者の皆様には、いつ

も笑顔で子供たちを送り出し、支えていただいたことに感謝申し上げます。ありがとうございました。 

  （小学部主事 三和 雪恵） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    １年を振り返って         ― 中学部 ―    

 

４月、新入生 20名の名前を呼んだ入学式から約１年が経ち、今年度は記録会、文化祭、生徒会活動

と全学年がそろい学部行事を行うことができました。１年生は新しい教室、初対面の先生方に緊張し

ながら、中学部で初めてのことをたくさん学習しました。今ではそれぞれが持ち味を出し、様々なこと

に積極的に取り組む姿を見せています。２、３年生はこれまで学習してきた成果を学年以外の場面で

も発揮しました。自分の得意を発表する、集団の場で自分の役割を担う、友達・先輩・後輩を応援する、

相手に伝えるなど、中学部のみんなで学習することで様々な力を身につけ、自分のよさや仲間のよさ

を認め、協力して１年間を過ごしました。吸収した力を見せる生徒たちの素晴らしさにいつも感動さ

せられました。まもなく３年生は卒業式を迎えます。中学部で身につけた力を高校生でも発揮して楽

しい学校生活を送ってください。最後に保護者の皆様には様々な場面でご協力を頂きました。本当に

ありがとうございました。                      （中学部主事 三浦 綾） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜卒業生を送る会＞

 



   １年を振り返って         ― 高等部 ―     
 

新型コロナウィルス感染症が５類へと移行したことで、今年度は近隣の高校生との交流学習や地域の

方々を講師としてお招きした共同学習等を計画的に行うことができました。生徒たちも地域の方々とふれ

あいながら活動することができ、笑顔があふれる 1年となりました。 

高等部では卒業後の生活を見据え、生徒がこれまで培ってきた力を地域でも発揮できるように学習を積

み重ねてきましたので、ご紹介いたします。 

【フラワースマイル作戦】～「精進川・美化緑化の会」の方々にご指導いただきながら、精進川沿いの花

壇やプランターに花の苗を植えることができました。 

【高等部祭】～１年生「アトラクション」、２年生「製品販売・開閉会式」、３年生「喫茶」を企画、出店

しました。保護者の皆さんや中学部生徒、卒業生等に精一杯のおもてなしを行い、自分の役割をしっか

り果たすことができました。生徒たちも買い物やアトラクションを楽しみました。 

【学校間交流】～札幌新陽高等学校の生徒と「ボッチャ」をとおして交流を行いました。投球する方向な

どを互いに確認し取り組むことで、心の距離も縮まったようです。 

【生活体験実習】～福祉事業所の体験実習を行いました。製品づくりなどの活動や入浴、レクリェーショ

ン等を経験し、卒業後の生活をイメージし知る機会となりました。 

今後も地域の方々とのふれあいを大切に、教育活動を深めていきたいと考えております。 

１年間、ご理解とご協力ありがとうございました。          （高等部主事 森 一也） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   １年を振り返って        ― 訪問学級 ―    
 

普段はそれぞれの家庭や病院で、授業を行っています。スクーリングでは、運動会・学習発表会、文化祭、高等部

祭などの学校行事に参加した人もいました。該当学年の授業に参加したり、一緒に校外学習に出かけたりした人

もいました。行事への参加の仕方はいろいろなので、普段の学習の様子を撮影して動画で参加した人もいました。

地域の公園や施設などに出かけた人もいました。訪問児童生徒が年３回集まって行う集団学習も行いました。 

どうしたら参加できるかな？どういう参加の仕方が良いかな？と、それぞれの体調、そのときどきの天候などをみ

ながら、様々な活動をすることができました。 

また、お互いに誕生日カードを贈る取組をしています。その時その時で、「○○さんは、星

の勉強をしているらしいよ」「今年は○○さん卒業式なんだよ」「○○くんの今のブームは

カエルなんだって」など、いろいろな語りかけをしながら作成しています。それぞれの場所で

学習しているけれど、様々な活動をとおして、友だちのことについて見たり聞いたりして、つ

ながりを感じていってほしいと思います。 

最後に保護者の皆様には、訪問の際、いつも快く迎え入れていただくと共に、ご理解とご

協力をいただきまして、大変感謝しております。ありがとうございました。 

                   (訪問チーフ 齋藤 祥子)

 



   今年度の交流及び共同学習について    

今年度の地域学習は、新型コロナウイルス感染症の５類感染症への移行に伴い、相手校への訪問が再開

されました。学校間交流については、段階的に進めることにしました。相手校と相談しながら、直接交流、オンラ

イン交流、作品交流等の内容で交流を行いました。 

 〇 地域学習・居住地校交流 

 久々の直接交流再開ということで、本校の児童生徒の実態や学習活動の内容を理解していただくために、

できる限り本校にて打合せを行い実施に向け相手校と連携してきました。平均２回程度直接交流を行い、地

域の児童生徒と一緒に学習し、ふれあうことができました。オンライン交流または手紙や作品交流を希望さ

れる児童生徒についても、担当者が話し合い、それぞれ工夫した内容の交流を行うことができました。今後

も希望を伺いながら実態に応じて進めていきたいと考えております。 

〇 学校間交流 

                                  （支援相談部 下川 瑞） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 令和６年３月２２日（金） 

日程  ９：４５～１０：４０  修了式・離任式（各教室・体育館） 

    １０：４０～１０：５０  全体懇談（体育館） 

    １１：００～１１：２０  学年・学級懇談（場所は後日お知らせします） 

    １１：３０        下校（スクールバス発車１１：３０） 

※感染症対策のため、保護者の方につきましては、修了式・離任式への参加はご遠慮ください。 

※感染症の流行状況によって、懇談の実施方法等を変更する場合があります。 

学部・学年 交流校 交流の内容 

小学部１・２年生 澄川西小学校 
・１年オンライン交流（自己紹介、音楽発表、質問タイム） 
・２年オンライン交流２回（自己紹介、音楽や図工の学習紹介） 

小学部３・４年生 真駒内桜山小学校 ・学校紹介ポスターの交換 ・学習発表会のビデオ交換  

小学部５・６年生 澄川南小学校 
・本校で２回直接交流実施  
 ４つのグループを回って交流 （劇、読み聞かせ、ゲームなど） 

中学部１年生 西岡中学校 ・文化祭での作品展示 
中学部２年生 平岸中学校 ・オンライン交流 （学校紹介、テニス部紹介、ボッチャ紹介） 
中学部３年生 澄川中学校 ・両校文化祭での作品展示 
高等部１年生 平岸高校 ・両校での作品展示 
高等部２年生 新陽高校 ・「パラスポーツ交流」本校で実施 
高等部３年生 新陽高校 ・「パラスポーツ交流」本校で実施 

修了式・離任式 

 


